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バン ドン- 西 ジャワ ･プ リアンガンの町の生成 と発展

村 井 吉 敬*

Bandung:TheBirthandDevelopmentofaPrianganTowninWestJava

MuRAIYoshinori*

Bandung,the''mother-town"(ibukota)ofthe

PrianganmountainreglOnintheeastern part
ofWestJava,mightoriginallyhavebeen the
residentialareaoflocalpowerfulfamily(bubati),
ataboutthetimewhenapartofthePriangan
people,whohadbeennomads,huntersorswidden
farmersinnaturalforests,begantosettledown
nearriversoronopenland.Theresidenceof
thislocalpowerfulfamily wassited in front
ofthetownsquare(alun-alun),around which
wasalsoasacredHindu temple(ュateragreat

mosque),ajailandaretainersresidentialarea･
Inthe17thcentury,Bandungwasdominatedby

theMataram Kingdom ofCentralJava,whose
territorialtownitbecame.

Ontheotherhand,OldPrianganlegendssuch

asSangkuriang and Lutung Kasarung suggest
thatPriangan peoplehadthenotion oftown

Ⅰ =火の海''に再生するバ ンドン

花 々に飾 られた白い絹 の- ンカチ

偉大なる南バ ン ドンにて聖なる勝利を願 っ

た愛の贈 り物

愛情 あふれる甘いことばが従 いて きた

ありがとう 忘れないで と
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(dayeuh-regionofpalace)incontrasttoforest,
whichwasaterribleplacebutatthesametime
gavepeopleakindofspiritualpowerandmate-
riala刑uence.Withoutthepoweroftheforest,
thetownorkingdom wasthrownintoconfusion
becauseofitsnatureofluxury,idlenessorprof-

ligacy.
Thissmallessayfirstlyproposesameaningof

theincidentof"BandungLautan4〆'(Bandung,
SeaofFire)in March 1946.Afterdiscussing

theoriginalcharacterofBandungasabove,it

thenfollowstheprocessofcolonization ofthe
town.Lastly,itconcludesthatthetownofBan-

dunglSnow Characterizedasacommonthird-
worldcityratherthanaPriangantown,because
oftheverydeepgapbetweentherichandthe

poor,and theexistenceofavastnumberof
poor"informalsectorHpeople.

涙がこぼれ る 大切なハ ンカチに

指先にロづ けを し 祈 りを唱える

ご無事で 立派に闘 って くださいと

南バ ンドン 忘れずにいて ください

(IsmailMarzuki｢南 バ ンドンの- ンカ

チ｣SaputangandarュBandungSelatan)

クロンチ ョンの甘い調べに来 って 流 れ る

｢南バ ン ドンのハ ンカチ｣の歌は,インドネ

シア独立戦争時の人びとの切ない思いを,い

まも代弁 している｡ この大衆の愛 唱 す る歌

は,同時に "バ ンドン" という<町>に対す

るイメージを も語 っているのか もしれない｡
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ひとつはオランダ植民者たちの保養地 として

の"美 しぎ'keindahan,pamorのイメ-ジで

あろう｡ 誰が名づけたのか,=ジャワのパ リ"

ParijsvanJava[Djajusman 1975:11]と

か, "花の町"kotakembang といった "美

しぎ 'を 強 調 す る町 の イメー ジが定 着 し

た ｡ もうひとつのイメージは独立戦争時の,

まさに "闘 う" ィメージで あ る. ス ラバ ヤ

Surabayaが 1945年10月10日の,インドネシ

ア人民の英雄的決起のゆえに,いまだに "莱

雄の町"であり続けているように,バ ンドン

は 1946年 3月24日の "バ ンドン火の海事件"

BandungLautanApiのゆえに, や は り独

立戦争を象徴する町のひとつなのである｡ 甘

く美 しくロマ ンに満ちたバ ンドンと,闘 うバ

ンドンという,な じみに くいふたつのイメー

ジが, ｢南バ ンドンの- ンカチ｣ の歌には込

め られているように思われ る｡

しか し,にもかかわ らず,バ ンドンはもは

や植民者たちの美 しい町ではない ｡ 植民地で

あること-の精 神 的 訣 別 こそが "火の海事

件''であったはずである｡

当時,バ ンドンを取 り巻 く状況は,およそ

つ ぎのようであった｡45年 9月29日,英印軍

がジャカルタに上陸｡ 日本軍の武器接収が始

まる｡ インドネシア側は連合軍 との本 格 的

戦闘を予期 し,ボゴール,スカブ ミ,バ ンド

ン,チカンペ ック,クラワン,ジャカルタな

ど,西 ジャワ各地にゲ リラ地帯の設定を開始

した｡10月 5日には,スカルノ大統領が人民

治安軍 (TKR,のち46年 1月25日よ りイ ン

ドネシア共和国軍 TRIに)の編成を布告,

日本軍政下で組織 された ペ タ (PETA,郷 土

防衛義勇軍), 兵補, 海軍兵補などの青年た

ちが軍 の中核メンバーとな った｡西部 ジャワ

には三つの師団がおかれ, そ れ ぞ れ セ ラ ン

Serang,リンガルジャティ Linggarjati,バ ン

ドンを司令部 とした｡プ リアンガ ン州 Kere-

sidenanPrianganを軍管区とする第 3師団
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の師団長は,旧ペタ大団長 アルジ ･カルタウ

ィナタ ArudjiKartawinata大 佐 で あ った

(10月11日には旧バ ン ドン青年団長ナステイ

オ ン A.H.Nasution大佐に か わ る)｡ 人民

治安軍の編成が進む過程で,日本軍 とのあい

だで武器をめ ぐる戦闘が起 き始めた｡スマラ

ン,ブカシ,チカンペ ック,カ リウンなどで

は日本兵 が相 当数殺 された [Kahin 1952:

14ト146;増 田 1971:204-210など]｡

バ ンドンでは人民治安軍が組織 される以前

にプ リアンガ ン州人民治安団 BKR Keresi-

denanPrianganがあり,正規軍以外にも,学

生青年同盟 PersatuanPemudaPelajar,イ

ンドネ シア共和 国青年 Pemuda Republik

lndonesia, インドネシア青年 団 Angkatan

PemudaIndonesia(API)バ ンドン支部,イン

ドネシア婦人軍 LasjkarWanitaIndonesia,

インドネシア人民抵抗隊 BarisanPemberon-

tak Rakyat,強 固なイスラム部 隊で ある回

教青年挺身隊 Hizbullah,サ ビリラ- Sabiト

lilah など,多数の人民部隊 lasykarrakyat

が組織 されていた [Djajusman 1975:20-

23]｡同時に,日本軍か らの権力奪取の動 きも

進行 していた｡ 9月27日には,郵便 ･電信 ･

電話局青年団 AngkatanMudaPTT が中央

郵便 ･電信 ･電話局を,翌 日には,鉄道局青

年たちが鉄道局公会堂を,さらには鉱業局,市

庁舎,州庁舎などが日本軍 との戦闘な く押え

られた｡しか し,10月10日以降,日本軍は連合

軍の意を休 して,インドネシア人民の権力奪

取の動 きを,武器を もって封 じるようになっ

た｡ 人民治安軍 は市外に放逐 されることとな

り,この事件 はバ ンドンだけでな く,各地での

反 日気運を一気に盛 りあげることとな った｡

10月12日,連合軍 (イギ リス軍)が汽車で

バ ンドンに乗 り込んだ｡ 日本軍に釈放 された

オランダ軍人 も加わってバ ンドン再占領に本

格的に乗 り出 した ｡ しか し,インドネシア人

民治安軍や非正規諸部隊は,連合軍にあくま
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で も抵抗,連 日のように戦闘が起 きた｡ 11月

29日,インドネシア軍 と連合軍 は一応の停戦

協定をむすぶに至 った｡この協定は,バ ンド

ン市内を東西に走 る鉄道線路の北側か らイン

ドネシア人が撤退す ることなどを内容 とした

もので あった libid.:52]｡ インドネシア人

は "南バ ンドン"に追いや られたのである｡

しか し,戦闘は線路をはさんで継続 した ｡

12月 5日には,イギ リス軍機が空か ら攻撃を

始めた｡ 戦闘はますます拡 大 して い った｡

1946年 3月22日,イギ リス軍はバ ンドン南部

掃討の命令を下 し,インドネシア国軍のバ ン

ドンか らの撤退の最後通告を発 したく〕これを

受けたインドネシア国軍第 3師団長 ナスティ

オン大 佐は,24日24時以 前 にすべての住 民

の撤退を命令,バ ンドンを焼 き尽 ぐす焦土作

戦 bumihangusを決意 し,鉄道線路北側に

いる戦士にも最後の一撃を加えるよう指令 し

た｡

か くてバ ンドンは "火の海" とな った ｡ イ

ギ リス軍支配地域の北側で も,夜の 9時ごろ

か ら建物の爆破が続いた｡バ ン ドンの南 に

ある燃料貯蔵庫か らは,ひときわ巨大な火の

手があがった｡ 全市が真 っ赤に燃え始めた｡

人びとは涙 を飲 んだ｡ ｢放けて退 くのではな

い｡新たな力を生むために退 くのだ｣libid.:

88] ｡ いつの 日にか必ず奪い返すべ き バ ンド

ンの町が,ここに誕生 したのである｡

ノヽ ローノヽ ロ- ノヾ ンドン

プ リアンガ ンの母なる町よ

ハ ローハ ロー ノヾ ンドン

わが思い出の町よ

汝 とも久 しく会 うことな し

みよ いまや火の海

同志よ 奪い返そう

(lsmailMarzuki"Hallo

HalloBandung")

この歌はバ ンドンの町の人びとだけの歌で

はな く,ほとんどの国民の愛唱歌 ともなって

いる｡それゆえ,インドネシア人にとっての

バ ンドンは,火を放 ってまで植民地主義に抵

抗 した,独立のシンボルとしての位置づげを

与え られていることにもなる｡ もちろん,ス

カルノがかつて学び,国民党を創設 し,さら

に独立後の1955年の第 1回アジア ･アフ リカ

会議を開催 した場所がバ ンドンであったこと

か らして も,バ ンドンは植民地解放 -独立 と

いうイメージを人びとに十分に想起 させ るの

である｡

バ ンドンが植民地都市か ら,インドネシア

共和国の都市へ と生まれかわってゆ く過程,

とりわけ日本軍政開始当時か ら,共和国が実

質的主権を獲得する1950年までのあいだに,

バ ンドンの町では住民の人種構成に大 きな変

化が起 きている｡ もともと植 民 地 都 市 とし

て,バ ンドンはヨーロッパ人 (主にオランダ

人)と華人の比率がかな り高かった｡ 日本軍

侵入の直前 1939年の住民数は21万6,144人で

あったが, うちヨーロッパ人が 2万6,669人

(12.3%),華人が 2万5,610人 (ll.8%)と

な ってお り (ただ し,図 1ではLLl',典 を異 に

す るため華人人口が 若干上回 っている), 実

に住民の 4分の 1近 くが外国人だったのであ

る｡ ところが,日本軍政が始まると,一方で

は, ヨーロッパ人 (オランダ人)が立ち退い

た り,市外の収容所に収容された結果,その

数を激減 させ ることになる｡ 他方,インドネ

シア人の流入人口が急増する (図 1)｡ そ の

原因は,バ ンドン周辺のプランテーションが

輸出市場を失い,そこでの就 業 が 困難 に な

った著たちが町に流入 したこと,日本軍によ

る米の強制的供出の結果,農 村 で の生 活 が

窮乏化 した者が町に流れた こと,労務者の徴

用を 逃 れるため町に出たこと,などが あっ

たと思われる [Hugo 1978:81;Soebardjo

1944] ｡

日本の敗戦を契機に して,また大 きな人 口

流動化が起 きた ｡ 日本軍に釈放 されたオラン
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11rJ.fJ,斤:Ilugo[1978:82].

図 1 バンドン市の人口と人種構成
1920-1971年

ダの軍人,市民がバ ンドンに舞い戻 ってきた

のである｡軍政期間には 1万人ほど しかいな

かった ヨーロッパ人が,45年11月には 6万人

にも達 したという [Hugo 1978:83]｡この

のちに,バ ンドンは線 路 を はさんで北 と南

に二分 され, 北 に ヨーロッパ人, 華人, 南

にインドネシア人 という構図ができあがる｡

=火の海事件日までに, 北か ら南に移 った イ

ンドネシア人は10万人 といわれ,さらに "火

の海事件"を ピークにバ ンドンの町を撤退 し

たインドネシア人は50万人にも達す るといわ

れている [loc.cit.]｡ その後,インドネシア

共和国が実権を得てゆ くに したがって,イン

ドネシア人の数が再び増え始め,逆にオラン

ダ人 は1949年を ピークに して急減 してゆ くこ

とになる｡ まさに植民地権力の盛衰が,その

ままに都市の人種構成に反 映 され て い る｡

1950年以降,バ ンドンはもはや植民者の町で

はな くな った ｡ 植民地残影を引きず りなが ら

も,バ ンドンはインドネシア人の町であり,

プ リアンガ ンの<母なる町>なのである｡
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Ⅱ 伝説のなかのバ ンドン

プ リアンガ ンの母なる町と述べたが,その

<町> とは何なのだろうか｡バ ンドンを代表

するコー ラス ･グループ "ビンボーHBimbo

の歌 う歌に ｢バ ンドン｣ という曲がある｡

山々につつまれ しバ ンドン

われを守 りしこの地

北に鎮座すわが守 り タ ンクバ ンプラフ山

山々につつまれ しバ ンドン

われを守 りしこの地

黒猿の伝え

高 き徳の しるし

愛 し いとお しみ
しるべ

生 きし導標

神の微笑み しとき

パスンダ ン生まれ り
しもペ

神 々の下僕の生まれ しパスンダ ン

パ ラヒアンガ ン

神 々の住まい し

ノヾ ラヒアンガ ン

この歌 自体が大流行 したわけではないが,

多 くのス ンダ人,とりわけバ ンドン,および

その周辺に住むプ リアンガ ン (Priangan,あ

るいはパ ラヒアンガ ン Parahiangan,オラン

ダ語表記では Preanger) 地方の人びとにと

っては,この歌に歌われ るバ ンドンに異和感

を もつ者はないだろう｡ ここで歌われるバ ン

ドンには,およそわれわれの考える<町> イ

メージは付与 されていない.ただ,バ ンドン

を取 り巻 く白然,およびバ ンドン (ない しプ

リアンガ ン地方)に伝わる伝説 とが美 しく歌

われているにすぎない｡ こうしたバ ンドン像

は,ほかの歌 (ス ンダ ･ポ ップス)に もみら

れる｡

ノヾ ンドン ノヾ ンドン

花の町で名高いバ ンドン

ノヾ ンドン ノヾ ンドン
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サ ンク リアンの伝え

山々に囲まれ 仔む人がた くさん

高貴なるパ ラヒアンガンの中心の町

訪ねる人はあとをたたず

(カセ ット･テープ "Album N｡stalgia

PopSunda"より｡作者不明)

バ ンドンはた しかに, 四周を 2,00(〕メー ト

ル級の山々に囲まれた,盆地のなかにある｡

わずかに,チタルム Citarum (藍色の水)川

の流れ出す西北西の方角のみが開かれている

にすぎず,700-800メー トルの高原盆地がバ

ンドンである｡ その盆地の大 きさは,平坦な

800メー トル以下の土地の広 さでいえば南 北

25キロ,東西60キロほどの規模で,バ ンドン

の現在の町は,この盆地の北寄 りの中央に位

置 している｡人びとが大ざっばに,あるいは

歴史文化的にバ ンドンを考える場合,この盆

地 こそがバ ンドンなのである｡

バ ンドン Bandungという言葉自体が地形

か ら生まれ出た言葉であるといわれている｡

す な わ ち, その語 源 は bendung (あ るい

は bendungan)だ とい う [Basoeni 1975;

Djajusman 1975:9]｡意味は水を堰 とめる

memt)endung,ngabendungための堰,堤防

ない しダムのことである｡バ ンドン盆地は,

大昔には湖であり,situHiang という名の

湖だ ったという｡ situhiang ということば自

体が湖を意味するが, 本来は situが湖で,

hiangは肉体の死ない し消滅,転 じて天国を

も意味する｡ したがって situhiang とは,

肉体の消滅せ る湖 ということである｡プ リア

ンガ ンの別称である Ka-hiang-an あるいは

Para-hiang-an は, したがって, 肉体が死な

い し消滅する (ngahiang)場 所, を意 味 す

る [Satjadibrata 1950:132,342]っ かつて

バ ンドンの西北西の低地が,おそ らく火山の

爆発か何かで堰 とめ られて,バ ンドンは湖の

底にあった ｡ 何 らかの理由で,その堰が切れ

盆地になったのがバ ンドンで,そこには,い

つのころか らか人びとが住むこととな った｡

このようなバ ンドンの生成は,プ リアンガ ン

の創世 神話 ｢サ ンクリアン｣Sangkuriang

のなかで巧みに語 られている｡簡単に骨子だ

けを紹介 しよう｡

昔,パ ラヒアンガ ンの王 が雌 豚 に小 便

をかけると,豚 は妊娠 しダ ヤ ン ･ス ンビ

DayangSumbiという美 しい娘を生んだ｡

この子は男嫌いで,諸国の王か らの求婚を

拒み続け, トゥマ ン Temanという犬 とだ

け遊んでいた ｡ 機織 りを しているとき,ダ

ヤン ･スンビは麓を落 として しまい, ｢女

の人が拾 った ら私の姉妹に,男の人だ った

ら夫に しま しょう｣と独 りごとをいった｡

す ると,犬の トゥマ ンが拾 って しまい,徳

女は犬の トウマ ンと結婚す るが,王は怒 り

娘を森に追い払 って しまった｡

ダヤン .ス ンビと犬 とのあいだに,サ ン

ク リアンなる聡明で活発な 男 児 が生 まれ

た｡サ ンク リアンは森で狩 りをするのが好

きだった ｡ 母が所望する鹿 肉を得 ん と森

に入 るが, みつか らない～ノそ こに豚 が現

れた｡この豚 はサ ンク リアンの祖母なのだ

が,それを知 らぬ彼は,犬の トゥマ ンが豚

をかばい立てするため,怒 って豚でな く犬

を殺 し,その心臓を母にもって帰 る｡母は

夫の肉とは知 らずに食べて しまい,のちに

そのことを知 り,嘆 き悲 しみ,サ ンク リア

ンを家か ら追い出して しまう(j

サ ンク リアンは森のなかで行者に会い,

修行を積んで超能力を 身 につ け る｡ あ る

日,昔,ダヤ ン ･スンビに求婚 したガルガ

Galuga王に出会 う｡ 王の娘が巨人に誘 拐

されているときで,救い出 した ら女良と結婚

させ るという/lサ ンク リアンは巨人を倒す

が,王の約束は反古にされた｡彼は怒 り王

を殺 し,また森に入 るっそこでダヤ ン ･ス

ンビに会 う だが,それが母であることを

忘れるほど,長い年月が経 っていた｡サ ン
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ク リアンはこの美 しい女に求婚する｡ 母は

自分が母であると名乗るが,息子は信 じな

い｡困ったダヤン ･スンビは,｢夜明けに梨

が鳴 くまでにチタルム川に堰をつ くり,大

きな船を浮かべ られた ら結婚 します｣と約

束する｡

サ ンクリアンは超能力を用い,木を切 り

倒 し,堰をつ くり,船が完成 しそうになっ

た｡ 母は焦 り,森に火を放つ｡ 鶏が,明る

くなったために鳴いて しまう｡ サ ンク リア

ンは遅かったのだ｡彼は絶望のあまり船を

蹴 りあげてひっくり返 しtangkubperahu,

なおもダヤン ･スンビを追いかけたが,彼

女は突然消えて しまった｡

か くて,ひっくり返された船がタ ンクバ

ンプラフ Tangkubanperahu 山,ダヤン

･スンビが 消えたところがプ トウリ Putri

山,巨人が木を切 り倒 したところがブキ ッ

ト･トウングル BukittungguJ山,堰に し

たところが ブランランBurangrang山で,

このようにバ ンドンを囲む山々ができたの

である (図 2を参照)0

この神話の伝わり方には,プ リアンガ ン地

方の内部にも地域的ヴァリエーションがある

し,同様の話はカ リマンタンにあるともいう

[Soehendaetal.1975:20] ｡ また,この神

話をどのように解釈するかについても, イン

セス ト･タブ-が主要テ-マであるとの立場

もありうるだろうし [ibid.:60-69],ジャワ

のマクラム王国の勢力拡張 (東部プ リアンガ

ンに成立 したガル- Galuh王国) と, それ

に抗せんとするスンダ人勢力との確執を読み

取ろうとする歴 史 的解 釈 もあ りうるだろう

[Adiwilaga 1975:61-63]｡

しか し,私がここで本論 との関連で問題に

したいのは,森 hutanと都邑 (ダユ dayeuh,

すなわち王宮のあるところ)の対比である｡

おそらく,プ リアンガ ンにおける町の起源を

考える場合,森に対比されるものとして,ダ

ユなる地域が重要な位置を占めると患われる

か らである｡
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図2 バンドン市およびバンドン上島

｢サンクリアン｣

と並んで,プ リア

ンガ ン地方に伝わ

るもうひとつの著

名な神話に ｢ル ト

ウン ･カサルン｣

LutungKasarung

(道を迷える黒猿)

がある｡ 7人の娘

を もった王は,末

娘 プ ルバ ･サ リ

PurbaSariこそ

が,国を平穏に治

める性格の持主で

あると確信 し,慣

習にそむいて末娘

を後継者に選んで

しまい,自らは森
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に苦行に入 る｡残 されたプルバ ･サ リは姉た

ち, とりわけ長女のプルバ ･ララン Purba

Rarangの嫉妬を受 け,虐待 され森に捨て ら

れて しまう｡そこで彼女は,神 々の住むカヒ

アンガ ン Kahianganか ら地上に降 りてきた

黒猿 (グル ･ミンダ)に出会 う｡一方,長女

プルバ ･ラランの王国は使者に黒猿を捕える

ことを命 じるが,黒首長は自ら王国に出かけ,

そこで大暴れをする｡プルバ ･ラランは思い

余って,この黒猿をプルバ ･サ リと結婚 させ

ようとするっプルバ ･サ リは王国の乱れを救

うためな らと,黒猫 との結婚を承諾するoプ

ルバ ･ラランは,その後 もプルバ ･サ リに多

くの難題をふ っかけるが,すべて解決されて

しまう｡ついに,プルバ ･ラランはプルバ ･

サ リと恋人の男 らしさを比較 して,負けた側

は打ち首になろうと提案する､｡黒猿 が恋人の

プルバ ･サ リが負け,打 ち首にされんとする｡

黒猿がそのときプルバ ･サ リに寄ろうとす る

と,プルバ ･ラランの恋人 インドラ ･ジャヤ

にうしろか ら剣で刺 された｡とたんに黒猿 は

みごとな男前に変身,以後 このブル ･ミンダ

を王にプ ルバ ･サ リを王妃に,王国には平穏

が訪れた｡ これが ｢ル トウン ･カサル ン｣で

ある [Soenarjaetal.1949]｡

ここで も森 と王宮のある場所 との対比があ

る｡森は神 々の住まう "カヒア ンガ ン"によ

り近いところ,霊なるものの宿 るところ,人

間にとっては恐 ろ しいところで もある｡ それ

に対 して,王宮のある と ころ ダ ユ とは,ど

んなところだったのか｡ ア イプ ･ロ シデ ィ

AjipRosidiは ｢ル トゥン ･カサル ン｣をイ

ンドネシア語に書 き起 こしているが,そこで

つぎのような王宮 と町のようすを伝えている

[Rosidi 1962:23,24]｡

国は商人たちが出向いてゆ く中心地 とな

り,農民たちが愛着する場所 となった｡商

人たちはお金持で,心 か ら楽 しか った′｢

平穏安全のうちに取引きをすることがで き

た ｡ 農民たちは恵まれ,楽 しんでいた｡畑

はとて も広 く,作物は立派に育 った｡家畜

もた くさんいて,畑のなかや, 1年中緑に

覆 われた森 のなか を排 梱 していた｡

王宮は都 ibukotaにあり,清 潔 で が っ

ちりとした ものだ ったので,来訪者たちは

みな永 くそこに住みた くなるような ところ

であった｡都 自体 は亀の背の形を した丘に

あった.｡ 土地はやわ らかで,栽培できない

作物 はない

国の威厳は宮殿に,そ して町の形にみる

ことができる｡ 宮殿はさまざまな美 しい庭

園に囲まれているし-)空気は涼 しく爽快であ

る｡建物 は荘厳,堅牢,周囲の自然とマ ッ

チ し,景観をさらにすがすが しくしていた｡

このアイプ ･ロシディの記述は史実に基づ

くものではな く,スンダ地方に古 くか ら伝わ

る鵠律詩パ ン トゥン pantunを起 こした もの

であるが,国と都市 と定着農村が三位一体的

に発生 した ころの雰囲気を伝えているように

思われる｡

もともとプ リアンガ ン地方の農業形態 は,

定着農耕でなかった という｡重厚な熱帯森林

のなかで細 々と移動焼畑農耕や狩猟を生業 と

してきたのが,この地方の人びとの姿であっ

たようだ,Jパ ジャジャラン大学の農業経済学

者,故アディウィラガ AnwasAdiwilagaは,

ス ンダ人 は もともと土 着 の民 で はな く,ど

こかか ら移住 してきた者であり, しか も,熱

帯森林帯のなかを転 々と放浪する遊牧の民で

はなかったか と推論 している｡それはもとも

との居住形態をみると分かるそうだ｡すなわ

ち,スンダ人は通常,野原 とか森のなかに孤

立 して家を建てていた｡また,たとえカンポ

ン kampung をつ くって も,家 と家のあい

だは密着 して横長に連な り,その 1列 と,ま

んなかに道路空間をおいて向かい側に同 じよ

うな家並みが連なっている〔)これは,ひとつ

の家ない し,カンポンをなす家 々が,また別
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の場所-と移勤 しやすいための構造ではない

かというのが アディウィラガの推 論 で あ る

[Adiwilaga 1975:55] ｡

さらに彼は,スンダ人の農耕形態は,水田

耕作ではな く,森を点々と切 り開いてそこに

イネを栽培する畑作民であり,水田はジャワ

人によって,ない しオランダの植民地政策の

結果,スンダ地方に伝わった ものだという｡

とくにプ リアンガ ン地方 に は,供 出量 割 当

制 ContingenStelselや,の ちの強制 栽培

制度の重圧を逃れて,この地方に移住 してき

たジャワ人によって伝え られた と して い る

libid.:57] ｡ したがって,水田耕作が大規模

に普及 したのは,せいぜい19世紀になっての

ことと考え られる｡

以上の推論が正 しいとすれば,プ リアンガ

ン地方には,それほど大規模な王国や王都 と

いうものは生 じる余地がなかったように思わ

れる｡もちろん,バ ンドン盆地において も,小

規模の王都 (ない し王族に連なる地方豪族の

居住空間)があったであろうが,それは,よう

や く,かなりの畑作空間を切 り開いて定住を

始めた農民たちや,商人たちに囲まれた小規

模のものであっただろう｡ バ ンドンについて

の史実は,必ず しも明 らかにされているわけ

ではないが,通説 としては1488年にパ ジャジ

ャラン王国の一部 として建設された (領土に

入 った)という [Basoeni 1975;Djajusman

1975:10など]｡ このころのバ ンドンは町の

名前ではな く,この地方を指す名称で しかな

かった｡ しか し,パ ジャジャラン王国の存在

やその詳細は,不明の点が多い｡そもそもパ

ジャジャラン王国などなかったとする説 もあ

る [Adiwilaga 1975:63]ほどであるが,

ここでは立ち入 った議論は差 し控えよう｡

もう少 し確 実なことは,17世 紀 になって

からである｡すなわち,マクラム国のスルタ

ン ･アグンSultanAgungがバ ンドン一帯を

領土 とし, ブパ テ ィ bupati(豪族,のちに
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行政的な意味をもつ県長ない し県知事)をお

いたのが1645年 (あるいは1641年 4月20日と

の説 もある [Basoeni 1975])のことだった

とされている｡ その豪族の支配 した県 kabu-

patenの中心地 こそが,いまのバ ンドンの町

の始まりであるとされる｡ただ し,県庁は,

はじめは現在の町の中心か ら7キロほど南の

ダユコロット Dayeuhkolot(古い王都の意)

というところだったとい う ｡ 時代は一気に19

世紀まで飛んで しまうが,約1808年 ごろ,プ

リアンガン地方はオランダ植民地政府の統治

下に入 る｡ もちろん,それ以前,オランダ東

インド会社 (V.0.C.)は,18世紀初頭か らプ

リアンガ ン地方でコー ヒーの栽培,供出をブ

パティ経由で住民に押 しつけていた (プ リア

ンガン制)[Burgeretal. 1962:1011108]｡

マクラムの配下に入 り,オランダ植民地支配

を受けるなかで,バ ンドンは形成 されてゆ く

ことになる｡ とりわけ,オランダによる商品

作物の栽培強制は,プ リアンガ ンの人びとを

土地に しぼりつけ,その商品作物の余剰を一

部吸収するブパティをはじめとした役人 (冒

廷貴族)や,オランダ植民者たちこそが,バ

ンドンを本格的な町-とっ くりあげていった

のである｡ バ ンドンは,プ リアンガ ンの人び

とが自生的に発展 させた町ではないともいえ

よう｡

Ⅱ 植民地都市バ ンドン

今 日,プ リアンガンの人 び とが町 (コタ

kota)という場合,それはバ ンドンだけを指

す場合 もあるし,白分たちの住む県の県庁所

在地を指 していう場合 もある｡ バ ンドンをは

じめ,県庁所在地のような,比較的人びとが

密集 して家を構え,店が並び,役所のある一

種の都市空間には,都市構造上の共通性があ

るように思われる｡すなわち,中心広場 alun-

alunと,その周辺の構造の共通性である｡い
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図3 スメダンの町 alun-alunの周辺

ま,その典型 とも思われ る,バ ンドンか ら

東40キロほどのところに所在する,スメダ ン

Sumedangの町の広場周辺の図 を掲 げ て お

こう｡

古いジャワの王都の場合,alun-aLun をま

んなかに,重要な建物が周囲に配置されてい

るというのは,これまでもしば しば指摘され

てきた通 りである [Key五tz 1961:125;Van

derKroef 1954:133;Wertheim 1956:

147など]｡スメダ ンの町の場合 も同様 で,

alun-alunを囲んで西側に大回教寺院 mesjid

agung,その向かい側に刑務所,南側には県

庁がある｡この現在の町がつ くられたのは,

おそらくオランダの支配以後のことと推測さ

れるが,alun-alun 周辺のモデルは古いジャ

ワの ヒンドゥー都市に求めたものであろう｡

というのは,たとえば,回 教寺 院 の あ る一

画をカオム kaum と称 しているが, カオ ム

とは, もともと宗 教上 の指 導者 penghulu

agamaたちの住まうところで あるとされ て

いるし,またその南の一 画 レゴル regOlと

いうのは,ブパティの館の裏 な い し側面 の

カンポンであるとされ

[Satjadibrata 1950:

149,300],これは明 ら

かにジャワの古い王都

の町づ くりの影響を受

けていると考え られる

か らである｡このよう

な空間構成方法が, し

か しながら町独 自のも

のなのかというと若干

の疑問が残 る｡ プ リア

ンガンの村 (行政単位

としての desa,自然集

落としての kampung

ない し lembur,ある

いは辺境的集落を意味

する dusun などがム

ラにあたることばとしてあるが,ここでは行

政単位である desaを考える)の多 くは,町

と似て,やはり alun-alunがあり,その周囲

に村役場と回教寺院を配置 しているか らであ

る｡ したがって,空間構成 (とくに中心､部の

広場を中心 とした)の上では,町と村とを画

然と区別することはできない｡事実,スメダ

ンの町は県庁所在地で,統計上は都市地域

daerahperkotaan とされているが,行政上

はあくまでも村 desaか らな り立 っているの

である｡

バ ンドンの現 在 の町 も, 中心 に は alun-

alun がある｡ その西側には大回教寺院があ

り,南側に県庁があるし,北側の少 し離れたと

ころには刑務所 もある｡モデルとしては古い

ジャワの都市であったことは間違いないとし

て も,ここに県庁が移 ってきたのは19世紀初

戻,ダェンデルス HermanWillem Daendels

が総 督 だった時代のことで,alun-alunの北

側を走 るジャワ横断道路の建設こそが,バ ン

ドンの現在の町のありようの基礎 とな ってい

るのである｡
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ダエンデルスの実施 した1808年か ら1811年

までのジャワ横断 (酉端 アニェル Anyerか

ら東端 パナルカン Panarukan まで)道 路

建設が,住民の多大の労役 と犠牲を伴 ったこ

とはいうまでもない｡ 現にバ ンドンースメダ

ン間の山岳地帯の道路建設は,多数の犠牲者

を出 し,労役を拒否 して闘 ったスメダ ン県の

ブパティ Pangeran Kusumadinataの記念

碑 も,同道路脇には建て られている｡この植

民地道路はバ ンドンの旧県庁のあったところ

よりずっと北に建設 され,それゆえ県庁の移

転が命 じられたのである｡ その移転はブパテ

ィ R.A.Wiranata-KusumaⅢ世 (R.Indra-

diredja) の手で 実施 され, 1810年 5月25日

に終了 したという｡新県庁の周辺は当時はま

だ密林に覆われていたという｡ 旧県庁はチカ

ブンドゥン Cikapundung川 とチタ ル ム川

の落ち合 うところにあったが,新県庁 もチカ

ブンドゥン川を北に潮 り,川がダェンデルス

の建設 した通 り (今 日のアジア ･アフ リカ通

り JalanAsia-Afrika)と交差するす ぐ近 く

に建て られた｡ 川の落合 いや川の岸 は, 熱

帯森林のなかでは数少ない開かれた空間であ

り,水を確保 しやすいという地勢的理由か ら

も,町や集落が川に沿 ってあるというのは今

日とて同 じである｡

県庁を建設するにあたって,ブパティは近

くの住民たちの労働力を徴用 した ｡ 県庁の建

設に携わった人びとは,その後,成役 kerja

rodiを免除され,それまで KampungBalu-

bur-hilir と呼ばれていた周辺 部 落 が,自由

部落 KampungMerdikaと呼ばれるように

なったという話 も伝 え られ て い る [Djajus一

man 1975:11] ｡

チカブンドゥン川沿いの新県庁を建設する

際,alun-alun も当然つ くられ,県庁は alun-

alun の東側に建設 されたという｡ Alun-alun

の南側には大回教寺院,北側には刑務所がお

かれ,のちに西側に市場 pasarがつ くられた

38

[Anonymous 1980:7] ｡ これは今 日の配置

とは異なっているo 今 日,県庁は alun-alun

の南側にあり,刑務所は少 し離れた北側,回

教寺院が西側,東側は映画街 となっている｡

こうした方位観について,筆者はコメントで

きないが,ただ回教寺院を西側に配置するの

は,メッカとの方角か らして当然のことであ

り,イスラム化の深まりと,町の中心的な構

造には深い関わ りが あると思われる｡ Alun-

alunの南側の道路は,今 日も Dalem Kaum

通 りと呼ばれる｡ Kaum は前述 した通 りだ

が,dalem というのは, ジャワ語 で ブパ テ

ィやパ ンゲ ランの館を意味するというか ら,

これ もヒンドゥー ･ジャワ的王都の名残 りと

いうべ きものだろう｡

バ ンドンが町として,とりわけ植民地都市

として形成 されてゆ くのは,おそ らく19世紀

後半以降のことだろう｡す なわ ち1884年11

月 1日に ジャカルターバ ンドン間 に鉄道 が

開通,1894年には中部 ジャワのチラチャップ

Cilacap,スマラン Semarangをむすぶ鉄道

も完成,バ ンドンは単にプ リアンガ ンの町で

はな くなり,オランダ人植民者,華人,アラブ

人,さらにはジャカルタか らもジャワか らも

人が集まり,バ ンドンか らも外に人が出てゆ

く時代 となる｡1893年 R.A.A.Martanegara

がブパティに就任すると,彼 は住 民 の住 居

の改善を指導 したり,インフラの建設に力を

注いだ [Basoeni 1975;Djajusman 1975:

11] ｡ それまで alang-alang(萱 の よ うな雑

早)で葺いていた屋根が瓦葺 きの屋根に,木

造家屋が煉瓦づ くりの家-とかえ られていっ

た｡瓦焼 き,煉瓦焼 きの指導 もなされた｡ ブ

パティが指令 したといっても,おそらくはオ

ランダ人好みの家が上か らの指令でつ くられ

た ものだろう｡ 赤瓦,煉瓦を積んで石灰で白

く固めた家,地面に直接ブロック床を敷 くこ

の家づ くりは,いまやインドネシア全土で一

般化 している｡ 見映えはきれいだが,湿気の
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多い土地に通 した ものといえるだろうか｡そ

れまで竹でつ くられていた橋は木や鉄にとっ

てかえ られ,森林の開墾が進め られる一方,

畑地の水田化 も行われるようになったo "ジ

ャワのパ リ"が,このように して少 しずつ完

成 しつつあった｡

1906年4月 1日,バ ンドンは市 (Gemeente,

のち1926年 に は Stadsgemeenteあ るい は

Kotapradja)に制 定 された｡ これは1903年

の地方分権法 Decentralisatiwetに基づいた

措 置で,行 政権の一部を地 方に委 譲す るこ

とによる植民地行政の整備 といった もので,

バ ンドンがインドネシア人の自治都市にな っ

たわけではない｡ 事実,市長 burgemeester

はオランダ人であり続けた し,市 政 委 員 会

dewangemeenteは初期には11人 の メ ンバ

ーのうち,インドネシア人はふた りだけだ っ

た ｡ ただ し,道路,橋,排水路,水道,ゴ ミ

処理,消防,墓地,保健,交通などの建設,

整備改善が市政発足 とともに進め られること

にな り,都市としての体裁の基盤ができたこ

とにはな った [PemdaKotamadyaBandung

etal. 1975:516] ｡ 蘭印政府の中央の省の一

部 もバ ンドンに本拠をお くものが出てきた｡

とくに,周囲を山に囲まれたバ ンドンは,首

都 ジャカルタ (バクヴィア Batavia)を後背

か ら防衛する,天然の要塞 ともいうべ き場所

である｡ したがって,陸軍省や通信省,国営

鉄道はバ ンドンを本拠 とし,軍需工場 もスラ

バヤか らバ ンドンに移転 してきた ｡ このよう

に して,バ ンドンは,植民地行政,防衛の後

背都市 としての色彩を強めてゆ くっ したがっ

て,1942年 3月, 日本軍の侵入に際 して,蘭

印政府および蘭印軍最高司令部がバ ンドンに

本拠を移 していたのは偶然のことではない｡
ン

日本軍政期に,バ ンドンはバ ンドン市と呼ば
シ チ ヨー

れ,インドネシア人市長が誕生 した｡

バ ンドンは行政的には,マクラム国配下の

プ リアンガ ン豪族 (ブパティ)の支配する領

域 と して成立 し,19世紀初期にオランダ統治

下に入 る,)バ ン ドン県 Bandung Regent-

schapの県庁が現在のバ ンドン市のあるとこ

ろに建設 されたのは1810年 の こ とで, そ の

後1864年 にバ ンドンは プ リア ンゲル理 事 州

PreangerResidentieの州都 とな り,さらに

1906年に県 と行政上同格のバ ンドン市が誕生

するのである｡独立後の行政上の地位 として

は, `̀火の海事件"の 1946年 3月24日以降,

バ ンドン市はいわば亡命都市 とな り,バ ンド

ンに復帰 したのは49年12月27日のオランダに

よる再占領の挫折ののちであるOこのバ ン ド

ン市亡命のあいだの一時期,オランダ偵偏の

パス ンダ ン Pasundan国なるものが生まれ,

バ ンドンは オ ランダ 時代 の Stadsgemeente

と同 じ地位にされたこともあった｡ しか し,

50年 8月15日以降 バ ンドンは大 バ ン ドン-市

KotaBesarBandung と呼ばれるよ うに な

り,さらに57年の地方 行 政 法 に よ り Kota-

pradjaBandung と名前をかえ,さらに66年

以降は現在の KotamadyaBandung とな っ

たのである｡ Kotamadyaは県 と同等の 2級

行政区である｡ したがって,バ ンドン帝は,

現在, 2級行政都市であり,バ ンドン県の県

庁所在地であり,西 ジャワ州 PropinsiJawa

Baratの州都で もある｡

Ⅳ 第三世界都市パ ンドン

ジャカルタがインドネシア全休にシンデ レ

ラの夢を振 りま く町だとした ら,バ ンドンは

ス ンダの人びと,とくにプ リアンガ ンの人び

とにイ夢い夢を与えている｡狭いバ ンドンの,

そのまた狭 い一角に,人びとがひ しめ くよう

にな った｡ とくに,かつて独立闘争の火を放

った南バ ンドンは,もはや `̀ジャワのパ リ"

ではありえぬほどの喧喋 と,人びとの生 きる

エネルギーの渦巻 く地域である｡ かつて古い

ブパティの館はチカブンドゥンの川辺に,蘇
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に囲まれひっそりと仔 まっていた ｡ だが,チ

カブ ンドゥンはいまや,もっとも活力溢れる

バ ンドンっ子の生活の場なのである｡

チカブ ンドゥン チカブンドゥン

バ ンドンの町を流れる川

花の町 美 しき乙女の町 文化の中心
上 そ

お前 さん 他所で女なんかつ くらないで

女をつ くるどころか ひとり食わすのだ っ

て しんどいよ

一途の恋 醒めた恋 ごたごたの恋

一歩間違え りゃ お高い鼻 も丸つぶれ

一家の柱が一文な しで 恋に没頭 じゃ若い

身空で証人な しの未亡人になるよ

お前 さん 本当に浮気者な ら

離婚 させてお くれ

他所に女をつ くるより 弟になる末 っ子で

もつ くって

本当にお前さん 妻や子を愛すな ら

あちこち歩 き回 らないで

お前が寝 るとき背を向けるか らさ

(スンダ ･ポ ップス "Cikapundung")

表 1 バ ン ド ン 市 の 人 口

私君邑人口総数
インドネシア人

チカブ ンドゥンの川べ りに,-ぼりつ くよ

うに住むバ ンドンの若い夫婦一家が,ペーソ

スとユーモアを込めて歌われている｡ この家

の亭主 は豆腐売 りか もしれない し,バナナの

天婦羅売 りか もしれない｡ スカルノが1920年

代にバ ンドン郊外でみた,普通の農夫マル-

エン Marhaen と同 じような "町のマルハエ

ン"が,バ ンドンの町に溢れている｡ 否,バ

ンドンだけでな く,ジャカルタに も,スマラ

ンにも,スラバヤにもた くさんいる｡バ ンド

ンはいまや,プ リアンガ ンの町であるより,

インドネシアの,第三世界の町である｡

バ ンドンは過去数十年のあいだ,多少の鈍

化傾向が一時期 あったに して も,住民の数を

肥大化 させてきている｡1930年か ら80年まで

の半世紀のあいだに, 町の人 口は 16万6,815

人か ら146万2,637人へ と9倍 (8.77倍)近 く

まで増え,そのあいだの年平均成長率 は4.43

%であった (表 1参照｡ただ し,面積 も増え

ていることに注意)｡独立後の 51年か ら80年

までの30年 はどの あいだで も,市の人 口は

欧州人 華 人 その他

41,373

79,017

130,028

163,865

2,199

9,043

19,650

26,669

3,704

6,495

16,657

25,610

738,11912,689 83,341

1,161,029 - 37,7641)

1,266,616 - (27,890)2)
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人口密度
(A/km2_)

2,465

3,302

5,810

7,529

8,004

8,251

10,308

12,010

13,786

14,823

15,932

18,002

注 1)インドネシア国籍取得者は含まれない｡
2)外国人総数｡

出所 :PemdaKotamadyaBandung;BiroPusatStatistikの統

計資料 ;Dep.vanEkonomischeZaken,CentraalKantoor
voordeStatistiek.1940.StaiistischZahboekjePoorNeder-
landsch_Zndie1940.

2.2倍にな っている｡ 1930年

か ら80年まで,インドネシア

全体の人 口規模は2.43倍,辛

均成長率1.80%,ジャカルタ

が8.02倍,4.25%であったの

と比較 してみても,バ ンドン

の膨脹 がいか に急速 で あっ

たかが分か る｡ ただ61年以

降,増加傾向はややゆるくな

っているようにみえる｡ すな

わち,1961-1971年までの成

長率は2.13%,1971-1980年

までが2.22% となっている｡

これはインドネシア全体の人

口増 加 率 とほぼ 同水 準 で あ

る｡ しか し,1971-1980年ま

で,バ ンドン県の年平均人 口●

増加率 は3.34% に達 して い
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る｡ この意味することは,バ ン ドン市 自体

は,すでに過密化 したため,市の近郊に居住

す る者が増えたことで あ る｡ す な わ ち,バ

ンドン市西部の チ マ ヒ Cimabi,パダ ララン

Padalarang,南部の プ アバ トゥ Btlahbatu,

ダエコロット,パパカンBabakan,東のウジ

ュンブ ル ン Ujungberungなどの地域は,近

年,工場建設などが相つぎ,大バ ンドン都市

地域 と して考え られるべ きで あ ろ う [Hugo

1978:72]｡ バ ンドン市の 1980年の人 口密度

は 1平方キロあた り1万8,002人で,これは,

ジャカルタの 1万1,023人をはるかに 上 回 っ

ている｡ その意味ではバ ン ドン市 は,もは

や飽和状態に近いとさえいえる｡1954年 3月

に,バ ン ドン市は早 くも `̀閉鎖都市"宣言を

発 し,人 口流入を押えようとした (63年まで

その宣言は有効だった) ほどである libid･:

85]｡

植民地都市バ ンドンが独立後に経験 した も

っとも大 きな変化のひとつに,人種構成の変

化があるだろう｡かつて市の人口の12%,居

住面積の52%を占めるまでにな った..オラン

ダ人を主 と した ヨーロッパ人の存在 (全 イン

ドネシアで もっとも高い人 口比)[Wertheim

1956:156]は, 49年以降, 急速にその重み

を失 ってゆ く (図 1参照)｡ バ ンドンの北 側

に居住 していたオランダ人の邸宅,別荘 は,

インドネシア人 や華人 の住 ま うところ とな

り,植民地行政機関はインドネシア人の手に

な り,バ ンドンの植民者の生 活 を 支 え て い

た経済的後背地たるプ リアンガ ンの農園資産

も接 収 されていった ｡ 植 民 者 たちの優 雅 な

社交場だ った Villalsola は日本軍か ら無条

件降伏を宣告 された場に変 じ (現在 は -Bumユ

Siliwangiと呼ばれるバ ンドン教育大学 IK-

IPBandungの本部),SocieteitConcordia

はアジア ･アフ リカ会議の会 場 とな り独 立

会館 GedungMerdekaと名 乗 るに至 った

(日本軍政期は大東亜会館 と呼ばれていた)0

ダェ ンデルスの命令で建設 された大郵便通 り

Grootpostwegはアジア ･アフ リカ通 り, ス

ディルマ ン将軍通 りと名前をかえ,日本人の

経営 していた千代田百貨店 TokoTjiodaは

TokoTudjuh とな った｡ バ ンドンに居住す

る外国人 は,かつては全住民の 4分の 1近 く

にも達 していたが,1978年 に はわず か 2万

7,890人 (インドネシア国籍 の華人 を除 く),

全バ ンドン市住民の2.15%にすぎない｡

だが,華人の存在は,バ ンドン住民にとっ

ては,依然として微妙な感覚を与え続けてい

る｡正確な統計はないが,バ ン ドン市 に あ

る店舗 toko所有者はほとんどすべてが華人

であるといわれる｡1975年に バ ン ドン市 当

局の発 表 した数 字 に よれ ば,バ ンドン市 に

居住する中国籍住民 (台 湾 系 および無 国 籍

者を含む)は 3万4,094人, インドネシア国

籍を得ている中 国系 インドネシア人 Warga

NegaraIndonesiaKeturunanTiongkokが

6万7,148人 となって い る [PikiranRakyat

1975,May21]｡ 合計す ると10万1,242人に

達 し,全人口の8.35%を 占め る｡1939年 当

時,華人の占める割合 は11.85%にまで達 し,

インドネシアのなかで も華人の割合がきわめ

て高か ったのがバ ンドンであるが,その状況

は現在 もかわ らない｡中国籍住民の比率だけ

で も2.8% (1975年)で, これはジャカルタ

の 1.2% (1974年),チ レボンの 1.9% (1971

午)よりも高い｡

バ ンドンの華人たちは, "火の海 事 件"当

時,一時的に連合軍 と一緒に北側に移 り住ん

だというが,現在では トウガ レガ,ポジ ョネ

ガ ラなど南部地域,駅の南のパサル ･パル周

辺などに居住,小売,卸売店,食堂などを経

営 し,最近では製造業にもかな り遷出 し,外

国資本の合弁相手になる場合 も多い｡ バ ンド

ン住民の華人に対する反感,不信は植民地時

代に形成 された ものであろうが,とりわけ独

立戦争時にオ ランダ-連合国側に身をおいた
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との不信感が根強 く残 っているように思われ

る｡独立戦争時に ｢華人は北の地域,イギ リ

スの地域に逃げた｣,｢華人,とくに青年たち

は,敵が,われわれ戦 士の ア ジ トを索 敵せ

ん と しているとき,敵に道を案内することに

よっで恨みを 晴 らそうとした｣[Djajusman

1975:90,93]などという感情が いまだに継

承 され,その上,華人の経済 (とくに民衆に

とっては日常的に接する流通部門)における

支配力を妬む感情が強い｡

こうした感情はときに爆発する｡ バ ンドン

では1963年 5月10日と,10年後の1973年 8月

5日の 2度にわたって (65年の9.30事件後の

華人虐殺 もあるが),民衆を巻 き込んだ反華人

;坂乱が起 きている｡そのきっかけは,いずれ

も些細な ことであった｡63年のときは,バ ン

ドン工科大学 (ITB)の学生たちが,華人学

生がオー トバ イ通学 し,教室の席を早 く占拠

することに腹を立てていたことが原因で,華

人学生 と喧嘩を始め,それが華人店の大規模

な打壊 し,焼打ちにつながっていったという

[Tempo 10(41)]｡このとき,バ ンドンで始

まった反華人の嵐 は,スメダ ン,ボゴール,メ

シクマラヤ Tasikmalaya, ガルー ト Garut,

スカブ ミの西ジャワ一帯か ら,ジョクジャカ

ルタ,スラバヤ,マラン,メダ ンなどインド

ネシア各地に拡がった｡1973年の "8月 5日

事件" は,荷馬車 (ベチャともいう)と華人

の運転する乗用車の衝突に始まるとされる｡

荷馬車の駁者が華人運転手に殴 られたともい

われ, これがきっかけで,結局, 1,500軒以

上の華人店が被害を受け,多 くの自動車,オ

ー トバイが焼打ちにされた [増田;後藤;村

井 1979:174-176;PikiranRakyat 1976,

Åug.2] ｡ 長い年月に蓄積 された不信感,経

済的優勢,人 口比の高さ,さらにはバ ンドン

-の貧民の流入,定住化による格差の一層の

顕在化,学生 ･知識人都市 としての伝統など

の諸要因を考えると,反華人叛乱が今後は起
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きないという保障はほとんどない｡ただ し,

華人の国籍取得者の増加, 2LLT, 3世 と世代

を積むに したがっての "プ リブ ミ化"の傾向

が強まってゆけば,叛乱は民 族 的 な性 格 か

ら,より階級的な方向に転 じてゆ くことにな

ろう｡ 事実,80年末の中部 ジャワのソロに発

した大衆的叛乱 (操作 された ものとみる者 も

いる)には,必ず しも "反華人"ではない側

面 も目撃 されたと語 っている者 もいる｡

バ ンドンはなぜ人びとを引きつけるのだろ

うか｡オランダ植民地時代,バ ンドンは行政

機能が集中 し,また周辺の山々には多 くのプ

ランテーションが経営 されていた ｡ 行政 と物

資の集積,流通 こそがバ ンドンの機能であっ

た｡1930年のセ ンサスによれば,当時 ヨー ロ

ッパ人の労働人 口は6,500人 ほどで, その う

ちの 31%が行 政に携わり,27%が運 輸業に

携わ っていた ｡ 華人労働人 口5,400人のうち

62%が商業に従事 していた ｡ インドネシア人

48,000人 ほどがオランダ人に仕え,物の生産

に携わ り,苦力労働を していた ｡ すなわち家

事使用人が29%もお り,苦力が14%,運輸業が

11%,工業が19%となっている｡ いまバ ンド

ンは行政,流通,教育の町になってお り,行

政を担 うのがオ ランダ人でな くインドネシア

人にな ったこと,教育を受 ける人 口がきわめ

て多 くな ったことが町の変化である｡ もちろ

ん,バ ンドン市郊外には,外国資本や華人資

本による比較的大 きな工場ができている (と

くに日系繊維工場が目につ く)｡ しか し, 読

業構造でみるかぎり (表 2参月削 ,バ ン ドン

の町は少 しも "工業化" していない｡

1956年にバ ンドンにおける労 働 人 口 は33

万8,200人 (う ち失 業 者 2万4,200人,失 業

率 7.2%)と推 計 され て い る [Direktorat

TenagaKerdja Kementerian Perburuhan

R.Ⅰ. 1958:580]｡これ に対 して 15年 後 の

1971年の労働力人 口は32万861人 (失業者 5

万8,104人,失業率18.11%)で,就業者数が



村井:バンドン-ー西ジャワ･プl)アンガンの町の生成と発展

表 2 バンドン市の産業部門別就業構造

1956年1)

農 林 漁 業

鉱 業

製 造 業

電気 ･水道 ･
ガス

建 設 業

運 輸 ･通 信

商業 ･レスト
ラン･ホテル

金 融 ･保 険

公共および個
人サービス

そ の 他

合 計

12,200

57,200

4,000

13,300

31,400110.0

i6 9,600

126,300

314,000

1971年1)

6,514
576

40,735

3,115

12,534

26,813

72,668

4,019

113,671

40,216

320,861

比率

舞
2.0

0.2

12.7

0.9

3.9

8.4

22.7

1.3

35.4

12.5

100.0

注 1)56年の数値には失業人口は含まれていない｡

出所 :DirektoratTenagaKerdjaKementerian
PerburuhanR.Ⅰ.[1958:592];BiroPusat
Statistik.1974.SensusPenduduh1971;

PendudukJauJaBarat.

かえ って減 って しまっている｡56年の労働省

の推計 はサ ンプル調査であった こと,その他

の理由で不正確 さがあるか もしれないが,そ

れに して も,製造業従事者が減 り,失業者が

大幅に増加 した以外に,きわ立 った就業構造

の変化 はないのである｡ バ ンドン周辺に建設

されている工場についての統計を71年につけ

加えて も,おそ らくそれほど顕著な変化 とは

な らないだろう｡

行政部門に落 ちる開発資金,新たに建設さ

れた大規模工場-の投資,全国か ら教育を受

けに くる子弟の落 とすカネ,ジャカルタに住

む大金持が別宅を もつ ことによって落 とすカ

ネ,おそ らくこれ らのカネがバ ン ドンを大 き

く支えてお り,周辺部農村地帯か らの出稼 ぎ

や,バ ンドンに定 住 す る零 細な第 3次 産 業

従事者 は,それ らのカネのおこぼれに与かろ

うと必死に生 きているのだろう｡ バ ンドンで

1971年 に教 育 を 受 け て いる者 の数 は 18万

9,082人で, これは10歳以上の住民の 22.8%

に達す る｡ バ ンドンには短大卒以上の学歴を

有す る者が 2万人近 くいる｡ これは西 ジャワ

州全体の短大卒以上の者の53%を占めること

を意味す る｡ バ ンドンはその意味で,教育の

町,文化の町とも呼ばれているのだろう｡ 学

歴を有す るエ リー ト行政官,軍人,教員,高

学歴候補者,そ して華人が君臨す る町がバ ン

ドンの半面なのである｡

バ ンドンは学生運動の震源地的役割を これ

まで果た してきた｡78年にスハル ト大統領三

選に反対 して学生 らが起 ちあがった ことは,

まだ記憶に新 しい [増田;後藤;村井 1979:

189-198]｡ バ ンドン工 科 大, バ ンドン教 育

大,パ ジャジャラン大など国立 大 学 以 外 に

も,パ ラヒア ンガ ン大,バ ンドン ･イスラム

大などの大学が集中す るバ ンドンには,全国

のエ リー ト候補者が集まって くる｡ あらゆる

思想潮流がそこにはある｡学生運動全般の退

潮が伝え られるが,バ ンドンが全国に門戸を

開いているかぎり,そこは引き続 き学生運動

の中心地であり続けるだろう｡

しか し,こうしたエ リー トたちとは別に,

多 くの住民 はチカブ ンドゥンの川べ りや南部

の地域に密集 して住み,きわめて ささやかな

生業を営んでいる｡筆者が数年前に行 った,

バ ンドンの町の民衆生業従事者 は,カネにな

りそうなありとあらゆる合法,非合法の生業

を営んでいる｡ もっとも多いのは行商,露天

商の類,飲食物,生活用品など何で も商 う｡

ほとんど資本を要 さぬ零 細 商 業 で あ る｡キ

オスクや ワル ン (雑貨販売兼飲食店)を もて

れば上の部類である｡ ついで,輪タク (ベチ

ャ) の運 転 手 とか, 乗合 い ミニバス (コル

トとかベモ,ホ ンダ と称す)の歩合給の運転

辛,その助手 (ケネ),さらには客引き (チャ

ロ)など,運輸業に個人 として携わる者 も多

い｡建設労働者や工場の 日雇い労働者 も,身

分の保証 されぬ不安定な職業であり,賃金が
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安いという意味で民衆生業従事者の仲間であ

る｡正確な統計はないが,おそらく労働人口

の半数ないしそれ以上の者が,営業時間も営

業場所 も一定でなく,きわめて少額資本だけ

を投資 し,ほとんど専門的技能を要さぬ民衆

生業従事者であるといえよう｡

彼 らはバンドン市の正規の住民でない場合

も多い｡ 筆者の調査では,65人のうち20人

だけがバンドン市出身者で,35人は近県の出

身者,他州出身者は10人にすぎない (うち中

部ジャワが 6人)｡ これ らの人びとには バ ン

ドンより東のプ リアンガン地方の者が多い｡

とりわけガルー ト,タシクマラヤ,チアミス

Ciamisの出身者が多い｡ 農村の側から押 し

出す要因として,農村の貧困が基本的にある

が,バ ンドンとの関係で見逃せぬ事実は,東

プ リアンガン山地が1950年代にダルル ･イス

ラムのゲ リラ活動の本拠地となったことであ

る｡毎年1,500人が死に,9,000軒の家が破壊

されたとの推計もある [Hugo 1978:84]｡

それゆえ,故郷の村を棄てバンドンに逃げた

人は相当数に達 したという｡60年以降,バン

ドンの人口が一時的に減少傾向をみせている

(図 1)が,これはダルル ･イスラムの活動

が終煩 したため,バンドンから再び故郷に戻

った者が多かったことを物語っている｡

民衆生業従事者たちは,故郷の村とかなり

強い紐帯をもっている｡ ある者がバンドンで

成功すると,それを頼 りに同郷者,親せきの

者が出て くるという構造がある｡ 農繁期や断

食明け大祭 (レバラン)に帰郷する者 も多い

(詳 しくは村井 [1978:57-79])｡

民衆の世界のバンドンは,やはりプ リアン

ガンの母なる町である｡村からす ぐに行ける

ところである｡安心 して往復できるところで

もある｡彼 らはコタ (町)を必 ず しも親 し

めるところだとは考えていないように思われ

る｡食うためにやむを得ず住むなり,出稼ぎ

にゆくところが町であると考えているのでは
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ないだろうか｡バンドンの町に住むエ リー ト

や高等教育を受けているエ リー ト候補者にと

って,バンドンはプ リアンガンの町というよ

り,インドネシアの町である｡

いまエ リー ト行政官は,バ ンドンの町を植

民者のつ くった "美 しい町"Rotaindahに

戻 したがっている｡1975年にバンドンにベチ

ャ乗入れ禁止ゾーンが設定された｡そのとき

市長は語っている｡

｢バンドンの町は美 しくあらねばなりませ

ん｡美 しいというのはゴミ層がなくて美 しい

というだけではないのです｡不届 きな行 い

がないということも意味 しなければなりませ

ん｡ 最近私は, しば しば不届きな振舞いをす

るベチャ屋の話を聞きます｡･･･-ベチャ屋諸

氏は,身ぎれいな格好を し,美 しく,ていね

いで,親 しみある言葉遣いを して欲 しいもの

です｣[PikiranRakyai 1975,May23]｡

バンドンの南に住む貧 しい人びとは,ほと

んどゴミ府政いされている｡ 狭い住居,不衛

坐,交通の麻揮,犯罪などは,すべて貧民自

身の責任であるかのような都市政策が,ジャ

カルタやその他の都市で立てられ実施されて

いる｡ バ ンドンも例外ではない｡ バンドンに

住む貧民たちは,バ ンドンをプ リアンガンの

母なる町と考え,古い =パジャジャラゾ'の

時代の,自然に囲まれた豊かで平和な王都を

心の片隅に思い,カネの稼げる現代の町で汗

しているのかもしれない｡だが,彼 らが金持

エ リー トに対するものとして極端に貧 しく,

劣悪な環境に住まい,その日暮 らしの不安定

な存在であるという意味においては,彼 らは

プ リアンガンの町の住民である以上に,第三

世界の大都市貧民層なのである｡

む す ぴ に か え て

プ リアンガンの母なる町バ ンドンは,古 く

は,この山岳と森林の地帯で狩猟,遊牧,移
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動農耕を していた人びとが,畑作農耕民 とし

て定着 し始めたころに,地方豪族の住まう地

域 として生まれてきた ものであろう｡その小

さな都邑に住む豪族は,他のプ リアンガ ンの

町と同 じように,自分の館の前に広場 alun-

alunを設 け,聖職者や役人たちを近 くに住

まわせた ｡ ヒンドゥー的な空間構成の観念が

支配的であったように思われる｡17世紀には

プ リア ンガ ンの一帯に,ジャワのマクラム国

の勢力が浸透 し始め,バ ンドンの町 もスルタ

ン ･アダンの認めるブパティの所在地 となっ

ていった｡一方,プ リアンガ ンの古い伝説や

m律詩 pantun は, ジャワ勢 力 の侵 入 との

闘いも伝えているが,同時に,森 と都邑,あ

るいは森 と閃かれた定住空間の対比をも伝え

ている｡森 は畏怖 すべ き地 帯 ではあるが,

そこは母の住まうところであった り,霊的な
みや こ

力 saktiを与えて くれるところで もある(｡都

(ない し国)が乱れるときには,肉体が消滅

(そ して再 生) す る地 kahiangan (転 じて

priangan)で苦行をする｡だか ら都邑とほ,

霊的な力 とおそ らく生産力の源泉である森に

守 られては じめて存在できる地域である(｡都

邑は放 っておけば華美,怠惰,放蕩に堕す と

ころで もある｡これが,古 いプ リアンガ ンの

人びとの,町に対する考えではなか っただろ

うか｡

いまのバ ンドンの町の基礎は,19世紀のは

じめにオランダ領東 インドの総督ダェンデル

スが,ジャワ横断道路の建設を したことによ

ってつ くられた｡バ ンドンは植民者たちの避

暑地 として,プ リアンガ ンの山々の広大な農

園の生産物集積地,管理地 として,そ して首

都を守 る防衛後背地 として,植民地都市にか

え られて しまうOバ ンドン住民の 4分の 1近

くがオランダ人 と華人,屠住環境のよい町の

北側はオランダ人が占拠 し,物資の流通を華

人が握 り,インドネシア人は "召使い","苦

力"にされる｡

バ ンドンは1930年か らの50年間に,住民の

数を 9倍に も増や し,ジャカルタ以上の過密

都市 となっている｡ "ジャワのパ リ", "文化

の町","花の町"には,独立後,新 しい主人

たちが君臨するようになった｡

1946年の "バ ンドン火の海事件"のとき,

バ ンドンは独立 インドネシアを象徴する町で

あった｡プ リアンガ ンの貧 しい民 と共和国エ

リ- トが,火を放つ ことにおいて,ともに燃

えた｡プ リアンガ ンの母なる町 と共和国の独

立の町とが,そこで閃光を発 した ｡ 町には大

きな可能性が込められた ｡

だが "奪い返 し"て30年,バ ンドンには,

また北 と南の一線 が 引 か れ て しまったOま

た,プ リアンガ ンの民 と共和国エ リー トのあ

いだに,大 きな活がで きて しまった｡かつて

植民地時代にオランダ人の "召使い"や "苦

力"だ ったバ ンドンの住 民 は,い ま は別 の

"召使い" にな って しまった といった ら言 い

過 ぎだろうか｡プ リアンガ ンの人びとの口ず

さむ子守歌は,貧 しい民の子 らにとっては見

果てぬ夢で しかないのだろうか｡

Nengnengkungnelengnengkung

GeuragedegeuraJangkung

GeurasakolakaBandung

Geuramakayakeunindung

ネン ネンクン ネ レンネンクン

早 く大 きくなれ 早 く高 くなれ

早 くバ ンドン-学びにゆけ

早 く母を幸せに しておや り
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